ペルー経済（２０１４年７月）
１　総論

最新のペルーの月例主要経済指標は，経済成長率１．８４％（５月：前年同月比），リマ首都圏のインフレ率３．４５％（６月までの一年間），対米ドル為替相場２．７９５（６月平均値），リマ首都圏の完全失業率５．６％（５月），財政収支８８０万ソルの黒字（５月），貿易収支７４６百万米ドルの赤字（５月）となった。
２　各論

（１）主要経済指標

　ペルー中央準備銀行及びペルー統計情報院によれば，ペルーの主要経済指標は次のとおり。

ア　経済成長率

最新の経済成長率（ＧＤＰ成長率）は，５月の１．８４％（前年同月比）であった（６月分は未公表）。鉱業・炭化水素，製造分野の落ち込みの影響で成長率が下落した。また，本年１月から５月までの経済成長率は３．５７％（前年同期比）であった。
[image: image1.emf]GDP成長率（前年同月比）推移
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イ　インフレ率

　６月のリマ首都圏のインフレ率（消費者物価指数（前月比））は，０．１６％となり，最近１２ヶ月（客年７月～本年６月）の上昇率は，３．４５％となった。
　　[image: image3.emf]リマ首都圏インフレ率（前月比）の推移

13年/7月 8月 9月 10月 11月 12月 14年/1月 2月 3月 4月 5月 6月

0.55% 0.54% 0.11% 0.04% -0.22% 0.17% 0.32% 0.60% 0.52% 0.39% 0.23% 0.16%


ウ　為替相場

６月の対米ドル為替相場の平均は２．７９５ソルであった。
[image: image4.emf]為替の推移(ソル／ドル）(平均）

2011年 2012年 2013年13年/7月 8月 9月 10月 11月 12月

14年/1月

2月 3月 4月 5月 6月

2.754 2.638 2.702 2.777 2.802 2.779 2.769 2.799 2.786 2.809 2.813 2.807 2.794 2.787 2.795


エ　失業率

　５月のリマ首都圏の完全失業率は５．６％であった。（６月分は未公表）
[image: image5.emf]リマ首都圏失業率推移
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オ　財政収支

　５月の中央政府の財政収支は，歳入が対前年同月比で２．１％増となった。歳出は，対前年同月比で７．０％増となった。全体では，プライマリーバランスは，１，４３８百万ソルの黒字となった。債務の利払いを含めると，８８０百万ソルの黒字となった。（６月分は未公表）
　[image: image6.emf]財政収支

（百万ソル）

2010年間 2011年間 2012年間 2013年間 2014年3月 4月 5月 前年同月比 前年同期比 

※

歳入 74,712 88,135 97,287 103,282 9,908 11,601 8,337 2.1% 8.4%

歳出 70,639 78,878 85,759 96,312 8,152 7,368 7,081 7.0% 11.0%

資本的収入 747 290 344 772 27 9 182 391.2% -60.1%

ﾌﾟﾗｲﾏﾘｰﾊﾞﾗﾝｽ 4,766 5,219 11,872 7,742 1,783 4,242 1,438 - -

債務利払い 4,820 9,547 5,233 5,729 347 103 558 3.2% -11.4%

総収支 53 4,329 6,639 2,013 1,436 4,138 880 - -

※ 2013年1～5月の累計と2014年1～5月期との差異。


　カ　貿易収支

　５月の輸出額は，伝統産品が対前年同月比２８．７％減，非伝統産品が１．７％減となり，全体では２，７５１百万米ドル（対前年同月比２１．９％減）となった。

輸入額は，対前年同月比で消費財が０．４％増，中間財が８．４％減，資本財が１２．８％減となり，全体で３，４９７百万米ドル（対前年同月比７．８％減）となった。この結果，貿易収支は，７４６百万米ドルの赤字となった。（６月分は未公表）
[image: image7.emf]貿易収支

（百万ドル）

2010年間 2011年間 2012年間 2013年間 2014年3月 4月 5月 前年同月比

前年同期比 ※

輸出

35,565 46,268 46,228 41,826 3,115 2,926 2,751 -21.9% -11.9%

　伝統産品

27,669 35,837 34,707 30,659 2,110 2,086 1,856 -28.7% -18.1%

　非伝統産品

7,641 10,130 11,176 10,929 979 823 881 -1.7% 7.0%

　その他

254 301 345 238 27 17 13 -39.0% -27.5%

輸入

28,815 36,967 41,113 42,191 3,370 3,587 3,497 -7.8% -2.9%

　消費財

5,489 6,692 8,247 8,828 747 773 736 0.4% 3.6%

　中間財

14,023 18,255 19,256 19,503 1,615 1,590 1,606 -8.4% -4.2%

　資本財

9,074 11,665 13,356 13,649 1,002 1,201 1,130 -12.8% -4.9%

　その他

229 355 253 211 6 23 25 91.5% -3.9%

貿易収支

6,750 9,302 5,115 -365 -255 -661 -746 - -

※ 2013年1～5月の累計と2014年1～5月期との差異。


キ　外貨準備高

６月末の外貨準備高は，６４，５８１百万米ドルとなった。
[image: image8.emf]外貨準備高 （百万ドル）

2010年末 2011年末2012年/6月 9月 12月 2013年/3月 6月 9月 12月末 2014年/4月 5月 6月

44,105 48,816 57,225 61,161 63,991 67,918 66,683 66,729 65,663 64,729 64,629 64,581


ク　対外累積債務

２０１４年第１四半期末の対外債務累計総額は，６０，８２５百万米ドルであった。 
[image: image9.emf]対外債務累積

（百万ドル）

 

2009年末 2010年末 2011年末 2012/6月 9月 12月 2013年3月2013年6月2013年9月2013年12月2014年3月前年同月比

対外債務累積額 35,157 43,674 47,977 54,887 58,001 59,376 62,690 61,872 61,295 60,823 60,825 -3.0%

 　中長期債務

30,431 37,359 41,652 47,235 50,254 50,435 52,463 53,324 54,463 54,373 54,818 4.5%

 　　民間債務

10,314 14,424 17,420 20,981 23,819 23,982 26,143 28,734 29,647 30,341 31,521 20.6%

　　 公的債務

20,117 22,934 24,232 26,254 26,435 26,452 26,321 24,589 24,816 24,032 23,297 -11.5%

 　短期債務 

4,726 6,315 6,325 7,651 7,747 8,941 10,227 8,549 6,833 6,450 6,007 -41.3%


　　　　（注）上記表中の数値は今後修正される可能性あり。

（２）最近の主な出来事
・南部ガス・パイプライン建設計画の入札実施
クスコ州のカミセア・ガス田から南東部海岸地帯まで，１，０００ｋｍ超に亘り３２インチ口径のパイプラインを建設する南部ガス・パイプライン建設計画の入札が行われ，オデブレヒト社（伯）及びエナガス社（西）による「ペルー南部ガス・パイプライン」コンソーシアムが事業者に決定。本パイプラインはクスコ，アレキパといった南部の主要都市付近を通過し沿線へ現在よりも廉価にガスを供給する他，終点となるモイェンド（アレキパ州）及びイロ（モケグア州）には火力発電所が建設される予定。完成は２０１９年の見込みで，建設経費は３６～４０億ドル程度と見られる。（６月３０日）

・ムーディーズの信用評価引き上げ

ムーディーズ社はペルーの外貨建て長期債務の信用評価を「Ｂａａ２」から「Ａ３」に２段階引き上げ。これは，メキシコと並び，中南米諸国ではチリ（Ａａ３）に次いで第２位の評価。同社は今次引き上げに関し，ペルー政府の財政状況の健全さ（２０１３年における財政黒字，債務の減少傾向等）や右を強化するための諸施策（税制改革や鉱業への依存減少に係る取り組み），構造改革や経済活性化に向けた努力などを評価したと説明。（７月２日）

・経済再活性パッケージ

国会が経済財政省による「経済再活性パッケージ」を承認。同パッケージには，法人税を滞納している企業に対する一定条件の下での追徴金軽減，税務監督庁（ＳＵＮＡＴ）の企業査察等に係る権限の制限，資源開発等に際しての環境関連手続き・許認可の簡素化と作業迅速化，インフラ整備事業における不動産の法的整理に係る手続きの軽減，投資・ビジネス活動監督当局の業務に対する経済財政省の指導権限の強化，中小企業ファンドの立ち上げなど，規制緩和による企業活動の活性化及び投資の促進に資する数々の施策が含まれている。（７月３日）
　（了）
